
日
本
の
原
子
力
発
電
政
策
を
考
え
る

︱
福
島
原
発
事
故
一
周
年
を

振
り
返
っ
て
︱

経
済
学
部

李

秀

澈

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
︵
以
下
、
福
島
事
故
︶
は
、
原
子
力
発
電
の
安

全
性
に
対
す
る
信
頼
を
根
底
か
ら
覆
し
、
原
子
力
発
電
の
危
険
性
を
日
本

の
国
民
に
改
め
て
認
識
さ
せ
た
。
こ
の
事
故
は
、
国
際
社
会
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
日
本
の
政
府
は
、
福
島
事
故
前
に
は
二
酸
化
炭
素

削
減
の
決
め
手
の
ひ
と
つ
と
し
て
原
子
力
発
電
の
拡
大
を
表
明
し
て
い
た

が
、
こ
の
事
故
を
契
機
に
原
子
力
政
策
の
全
面
的
な
再
検
討
が
不
可
避
な

状
況
と
な
っ
た
。

日
本
の
原
子
力
発
電
政
策

日
本
で
は
一
九
六
六
年
に
最
初
の
商
業
用
原
子
力
発
電
が
稼
働
し
て
以

来
、
原
子
力
発
電
育
成
政
策
を
国
策
と
し
て
推
し
進
め
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
日
本
の
原
子
力
発
電
量
は
、
福
島
事
故
前
ま
で
国
の
総
発
電
量
の
約

二
五
～
三
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
発
電
設
備
容
量
で
は
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ

ン
ス
に
続
き
世
界
第
三
位
で
あ
っ
た
︵
電
気
事
業
連
合
会
資
料
︶。
二
〇

一
二
年
三
月
末
現
在
、
原
子
力
発
電
所
は
全
国
一
七
か
所
に
五
四
基
︵
福

島
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
決
定
後
二
〇
一
二
年
六
月
末
現
在
は
五
〇
基
︶、

発
電
設
備
容
量
は
四
八
九
六
万
ｋ
Ｗ
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
産
業
省
の

�
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
�︵
二
〇
〇
九
︶
は
、
原
子
力
発
電
の
全

体
発
電
量
に
占
め
る
割
合
を
、
二
〇
二
〇
年
に
四
一
・
五
％
、
二
〇
三
〇

年
に
四
八
・
七
％
ま
で
高
め
る
と
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
日
本
の
原
子
力
発
電
は
、
事
故
や
点
検
中
の
も
の
が
多
く
、

二
〇
〇
九
年
の
稼
働
率
は
六
四
・
七
％
と
、
同
年
の
米
国
九
〇
％
、
ド
イ

ツ
八
五
％
、フ
ラ
ン
ス
七
七
％
、韓
国
九
四
％
に
比
べ
る
と
か
な
り
低
か
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
福
島
事
故
直
前
ま
で
あ
ま
り
変
わ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
福
島
事
故
後
は
、
徹
底
的
な
安
全
対
策
を
求
め
る
住
民

の
反
対
に
よ
り
稼
働
率
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
三
三
・
三
％
ま
で
落
ち

込
み
、
さ
ら
に
同
年
一
二
月
に
は
一
五
・
二
％
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
二

〇
一
二
年
五
月
三
〇
日
現
在
、
ゼ
ロ
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
間
、
政
府
と
原
子
力
発
電
事
業
者
︵
以
下
、
電
力
会
社
︶
は
、
発

電
コ
ス
ト
を
下
げ
る
目
的
で
、
一
刻
も
早
く
停
止
中
の
発
電
所
を
再
稼
働

す
べ
く
動
い
て
き
た
。
今
後
、
徹
底
的
な
リ
ス
ク
対
策
が
不
十
分
な
ま
ま

安
易
に
再
稼
働
を
進
め
よ
う
と
す
る
政
府
お
よ
び
電
力
会
社
と
、
こ
れ
を

阻
止
し
よ
う
と
す
る
地
元
住
民
と
の
軋
轢
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

原
子
力
発
電
の
信
頼
性

昨
年
の
福
島
事
故
は
論
外
と
し
て
も
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
も
原
子
力

発
電
関
連
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
一

〇
年
あ
ま
り
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ウ
ラ
ン
加
工
施
設
で
の
臨
界
事
故
︵
一
九
九
九

― 7 ―



年
：
二
名
死
亡
︶、
東
京
電
力
の
検
査
記
録
の
隠
蔽
事
件
︵
二
〇
〇
二
年
︶、

関
西
電
力
美
浜
原
子
力
発
電
三
号
機
で
の
配
管
破
断
事
故
︵
二
〇
〇
四

年
：
水
蒸
気
に
よ
る
熱
傷
で
六
名
死
亡
︶、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
る
柏

崎
刈
羽
発
電
所
の
変
圧
器
火
災
事
故
︵
二
〇
〇
七
︶
な
ど
事
故
や
事
件
が

相
次
い
で
い
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
と
電
力
会
社
が
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ
て

原
子
力
発
電
の
必
要
性
と
安
全
性
に
関
す
る
宣
伝
を
続
け
て
き
た
こ
と

と
、発
電
周
辺
地
域
に
対
す
る
大
々
的
な
財
政
資
金
の
投
入
等
に
よ
っ
て
、

多
く
の
国
民
は
原
子
力
発
電
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

二
〇
〇
九
年
に
発
表
さ
れ
た
内
閣
府
の
�
原
子
力
発
電
に
対
す
る
国
民
の

意
識
調
査
�
で
は
、
原
子
力
発
電
に
対
し
て
、
増
や
す
が
五
九
・
六
％
、

現
状
維
持
が
一
八
・
八
％
、
減
ら
す
が
一
六
・
二
％
で
あ
り
、
調
査
対
象

の
七
八
・
四
％
が
原
子
力
発
電
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
二
〇
一
二
年
三
月
一
六
日

～
一
八
日
に
全
国
の
二
〇
歳
以
上
の
男
女
二
、
六
〇
三
名
︵
回
答
数
、
一
、

五
八
五
名
︶
を
対
象
に
行
っ
た
�
原
子
力
発
電
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

意
識
調
査
�
で
は
、
原
子
力
発
電
に
対
し
て
、
増
や
す
が
一
・
七
％
、
現

状
維
持
が
二
一
・
三
％
、
減
ら
す
が
四
二
・
八
％
、
す
ぐ
に
廃
止
が
二
八
・

四
％
と
、
福
島
事
故
以
降
、
国
民
の
認
識
の
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

福
島
事
故
以
降
、
政
府
は
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
再
検
討
す
る
意

思
を
表
明
し
て
い
る
が
、
電
力
会
社
、
関
連
事
業
者
や
政
治
家
お
よ
び
官

僚
は
、
依
然
と
し
て
原
子
力
発
電
の
縮
小
に
対
し
て
強
い
拒
否
感
を
示
し

て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
福
島
事
故
を
契
機
に
、
発
電
量
の
八
〇
％
近

く
を
原
子
力
発
電
に
依
存
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
は
別
と
し
て
、
ド
イ
ツ
や

イ
タ
リ
ア
な
ど
多
く
の
国
が
、
脱
原
発
を
表
明
し
て
い
る
。
日
本
で
は
こ

れ
ま
で
に
、
原
子
力
事
業
を
国
策
と
し
て
推
し
進
め
る
理
由
と
し
て
、
た

と
え
ば
国
の
原
子
力
政
策
関
連
最
高
意
思
決
定
機
構
で
あ
る
原
子
力
委
員

会
が
�
原
子
力
政
策
大
綱
�︵
二
〇
〇
五
︶
で
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
し
て
い
く
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
お
よ
び

地
球
温
暖
化
対
策
に
有
意
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
�
を
挙
げ
て
い
た
。
こ

の
背
景
と
し
て
、日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
四
％
に
過
ぎ
な
い
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、原
子
力
以
外
に
も
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
に
自
給
率
を
高
め
て
い
く
選
択
肢
は
あ

る
。日

本
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
は

五
％
︵
水
力
を
含
む
︶
に
過
ぎ
ず
、
電
力
に
占
め
る
割
合
も
八
～
九
％
︵
水

力
を
除
く
と
一
％
程
度
︶
に
過
ぎ
な
い
。
経
済
産
業
省
の
�
長
期
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
見
通
し
�︵
二
〇
〇
九
︶で
は
、二
〇
二
〇
年
に
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が
一
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ

Ｕ
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
二
〇
％
ま
で

増
や
す
計
画
で
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
す
べ

て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
賄
う
こ
と
を
宣
言
し

て
い
る
。

日
本
も
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
な
ど
分
散
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
比
較
的
に
豊
富
な
国
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
原
子
力
や

火
力
発
電
に
投
資
し
て
き
た
莫
大
な
財
政
資
金
の
一
部
を
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
育
成
に
回
せ
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
子
力
代
替
エ
ネ
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ル
ギ
ー
と
し
て
育
て
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。
政
府
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
・
普
及
に
関
す
る
予
算
︵
二
〇
一
一
年
度
︶
は
、
原
子
力
三
、

一
九
三
億
円
、
太
陽
光
八
〇
四
億
円
、
風
力
五
〇
八
億
円
、
バ
イ
オ
マ
ス

二
〇
四
億
円
、
地
熱
四
三
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
最
近
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
支
援
が
増
え
て
い
る
に
も
、
依
然
と
原
子
力
発
電
に
対
す
る
支
援

が
圧
倒
的
に
多
い
。
原
子
力
発
電
が
危
険
な
放
射
性
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お

り
、ま
た
枯
渇
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、エ
ネ
ル
ギ
ー

支
援
政
策
の
中
心
は
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
育
成
・
普
及
へ
移
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
単
純
計
算
で
は
、
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
現
在
よ
り
一
〇
％
節
約
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
Ｅ
Ｕ
並
み
の
一
五
～
二
〇
％
ま
で
に
増
や
せ
ば
、
夏

場
の
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
も
原
子
力
発
電
に
頼
る
こ
と
な
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
十
分
賄
え
る
で
あ
ろ
う
。

原
子
力
発
電
の
経
済
性

福
島
事
故
以
前
に
政
府
側
が
主
張
し
て
い
た
原
子
力
の
発
電
単
価
は

五
・
九
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
り
、
石
炭
五
・
七
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
六
・

二
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
、
石
油
一
六
・
五
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
︵
い
ず
れ
も
、
稼
働
年
数

四
〇
年
、
設
備
利
用
率
八
〇
％
を
想
定
、
送
電
費
用
は
除
外
︶
な
ど
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
同
等
か
そ
れ
よ
り
も
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
さ
れ
て
き
た

︵
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
︵
二
〇
〇
四
︶︶。
原
子
力
の
発
電
単
価

五
・
九
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
は
、
二
〇
〇
四
年
の
単
価
で
あ
っ
た
が
福
島
事
故
前

ま
で
再
検
討
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
福
島
事
故
の
後
、
こ
の
よ
う
な
費
用
算
定
の
根
拠
に
対
す
る
批

判
の
声
が
高
く
な
り
、
政
府
主
導
の
下
で
内
閣
府
に
�
コ
ス
ト
等
検
証
委

員
会
�︵
以
下
、
検
証
委
員
会
︶
を
設
置
し
、
原
子
力
を
含
め
た
各
種
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
発
電
単
価
を
再
算
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
検
証
委
員
会

に
、
原
子
力
発
電
に
批
判
的
な
意
見
を
も
っ
て
い
た
研
究
者
が
複
数
参
加

し
た
こ
と
は
、
日
本
で
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
検
証
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
発
電
単
価
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
原
子
力
発
電
所
の
費
用
を
大
き

く
以
下
の
よ
う
に
三
つ
に
分
類
し
、
追
加
計
上
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
政
府
の
財
政
支
援
、
す
な
わ
ち
�
政
策

費
用
�
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
度
の
原
子
力
発
電
に
対
す
る
政
府
支
援
予

算
三
一
八
二
・
九
億
円
を
、
翌
年
度
︵
二
〇
一
〇
年
度
︶
の
日
本
の
総
原

子
力
発
電
量
︵
二
、
七
二
二
億
ｋ
Ｗ
ｈ
︶
で
割
っ
た
数
値
、
す
な
わ
ち
一
・

一
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
を
追
加
的
な
発
電
単
価
と
し
て
計
上
し
た
。

次
に
、
福
島
事
故
を
契
機
に
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化
に
必

要
と
さ
れ
る
追
加
的
経
費
を
発
電
所
当
た
り
一
九
四
億
円
と
計
上
し
、
こ

れ
に
よ
る
発
電
単
価
上
昇
分
を
〇
・
二
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
算
定
し
た
︵
一
九

四
億
円
÷
一
基
当
た
り
年
間
平
均
発
電
量
約
九
七
〇
億
ｋ
Ｗ
ｈ
︶。

最
後
に
事
故
リ
ス
ク
へ
の
対
応
費
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
こ
で
は
原

子
力
発
電
所
関
連
事
故
が
発
生
し
た
時
、
そ
の
被
害
復
旧
と
補
償
に
必
要

と
す
る
経
費
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
発
電
単
価
は
、︵
損
害
額
︵
円
︶
÷
モ

デ
ル
期
間
︵
年
︶︶
÷
年
間
発
電
量
︵
ｋ
Ｗ
ｈ
／
年
︶
の
計
算
式
に
よ
り
計

算
さ
れ
た
。

福
島
事
故
対
策
費
用
は
、
合
計
約
五
・
八
兆
円
︵
追
加
的
な
廃
炉
費
用

が
約
一
・
二
兆
円
、
一
過
性
損
害
賠
償
約
二
・
六
兆
円
、
初
年
度
分
一
・

〇
兆
円
、
二
年
度
以
後
分
が
約
〇
・
九
兆
円
︶
と
算
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を

モ
デ
ル
期
間
︵
四
〇
年
︶
で
割
っ
た
額
︵
す
な
わ
ち
年
間
損
害
額
︶
を
日
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本
の
年
間
総
原
子
力
発
電
量
︵
二
七
二
二
億
ｋ
Ｗ
ｈ
︶
で
割
れ
ば
〇
・
五

円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
な
る
。
こ
の
計
算
方
法
に
よ
れ
ば
、
損
害
額
が
一
兆
円
増

え
れ
ば
事
故
リ
ス
ク
対
応
費
用
は
約
〇
・
一
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
が
増
加
す
る
こ

と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
損
害
額
が
一
〇
兆
円
で
あ
る
場
合
〇
・
九
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
、

二
〇
兆
円
で
あ
る
場
合
に
は
一
・
八
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
が
発
電
単
価
に
追
加
計

上
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
リ
ス
ク
対
応
費
用
は
、
最
低
の
費
用
と

し
て
見
な
さ
れ
、
三
つ
の
追
加
計
上
分
を
含
め
た
原
子
力
発
電
の
新
し
い

発
電
単
価
は
、
最
低
八
・
九
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
さ
れ
た
。
新
し
い
原
子
力
の

発
電
単
価
も
過
小
評
価
だ
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
こ
の
検
証
委
員
会
の

試
算
を
契
機
に
、
原
子
力
発
電
の
経
済
性
が
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
よ
り
優

れ
て
い
る
と
い
う
幻
想
は
破
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

検
証
委
員
会
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
発
電
単
価
も
再
算
定
し

た
。
た
と
え
ば
二
〇
一
〇
年
現
在
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
単
価
は
、
三

三
・
四
～
三
八
・
三
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
、
陸
上
風
力
発
電
の
単
価
は
九
・
九
～

一
七
・
三
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
技
術
革
新
が
進
み
二
〇
三

〇
年
に
は
太
陽
光
発
電
が
最
大
九
・
九
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
、
風
力
は
最
大
八
・

八
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
ま
で
落
ち
、
現
在
の
原
子
力
発
電
単
価
と
同
等
あ
る
い
は

そ
れ
よ
り
安
く
な
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
試
算
が
出
さ
れ
た
。

原
子
力
政
策
の
抜
本
的
再
検
討

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
子
力
発
電
に
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
的
に

現
世
代
の
厚
生
︵
欲
望
︶
の
た
め
、
次
世
代
に
放
射
性
物
質
の
リ
ス
ク
と

い
う
負
︵
マ
イ
ナ
ス
︶
の
遺
産
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。
原
子
力
発
電
自
体

の
リ
ス
ク
は
さ
て
お
い
て
も
、
原
子
炉
の
稼
働
に
よ
り
発
生
す
る
使
用
後

核
燃
料
︵
も
し
く
は
高
レ
ベ
放
射
性
廃
棄
物
︶
の
処
分
場
さ
え
、
日
本
は

も
ち
ろ
ん
多
く
の
国
で
、
地
域
住
民
の
反
対
な
ど
に
よ
り
決
定
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

処
分
場
が
決
ま
っ
た
と
し
て
も
、
放
射
能
の
半
減
期
が
数
万
年
に
も
な

る
物
質
︵
た
と
え
ば
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
の
半
減
期
は
約
二
・
四
万

年
︶
が
含
ま
れ
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
を
発
言
権
も
な
く
、
現
在
の
原
子

力
発
電
か
ら
何
の
恩
恵
も
受
け
な
い
子
孫
に
譲
る
と
い
う
、
世
代
間
倫
理

の
問
題
が
生
じ
う
る
。
現
在
日
本
が
保
有
し
て
い
る
使
用
済
み
核
燃
料
だ

け
で
も
核
兵
器
に
か
か
わ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
濃
縮
量
は
十
分
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
原
子
力
発
電
に
、
国
民
と
の
十
分
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な
し

で
巨
額
の
財
政
資
金
を
投
じ
続
け
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
。
原
子
力
発
電

問
題
は
、
関
連
費
用
お
よ
び
安
全
性
な
ど
に
対
す
る
政
府
の
透
明
な
情
報

公
開
と
政
策
決
定
に
お
け
る
国
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
な
ど
、
民

主
的
な
手
続
き
を
十
分
に
確
保
し
た
う
え
で
決
定
し
て
ゆ
く
べ
き
問
題
で

あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
先
に
原
子
力
発
電
に
対
す
る
財
政
資
金
支
援
の
縮
小

を
通
し
て
、
電
力
会
社
ら
が
公
正
な
市
場
競
争
下
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
選

択
す
る
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と

は
、
原
子
力
損
害
賠
償
や
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
計
画
な
ど
も
政

府
介
入
を
減
ら
し
電
力
会
社
の
責
任
の
下
で
行
な
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
原
子
力
発
電
の
強
制
的
退
出
よ
り
は
市
場
競
争
に
よ
る
自
然
な

退
場
を
誘
導
す
る
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
現
実
的
な
代
案
で
あ
ろ
う
。

原
子
力
発
電
は
、
燃
料
費
が
安
い
の
で
、
稼
働
の
限
界
費
用
︵
一
ｋ
Ｗ
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ｈ
の
︵
追
加
的
な
︶
発
電
に
伴
い
追
加
的
に
か
か
る
費
用
︶
が
他
の
電
源

よ
り
安
く
、
電
力
会
社
に
は
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
を
隠
し
な
が
ら
無

理
な
稼
働
を
し
よ
う
と
す
る
誘
引
が
存
在
す
る
。
原
子
力
発
電
稼
働
の
リ

ス
ク
や
放
射
性
廃
棄
物
の
排
出
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
を
根
拠
と

し
て
発
電
量
に
応
じ
た
課
税
制
度
を
新
た
に
導
入
す
る
こ
と
も
原
子
力
発

電
所
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
ひ
と
つ
の
方
法
と
い
え
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
に
相
対
的
に
支
援
が
不
十
分
で
あ
っ
た
、
ク
リ
ー
ン

で
あ
り
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地
域
の
経
済
活
力
に
も
寄
与
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
よ
り
多
く
の
政
策
的
配
慮
が
行
な
わ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
可
能
性

に
も
寄
与
す
る
も
の
で
、
近
い
将
来
に
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
力
な
代

案
と
な
り
う
る
。

原
子
力
発
電
政
策
は
、
政
府
の
財
政
的
支
援
や
干
渉
は
で
き
る
限
り
縮

小
し
、
徹
底
的
な
安
全
対
策
と
情
報
公
開
、
そ
し
て
政
策
決
定
の
透
明
性

に
基
づ
い
た
幅
広
い
議
論
を
行
な
い
、
一
定
期
間
の
猶
予
の
下
に
廃
止
も

選
択
肢
を
す
る
う
え
で
、
今
後
の
方
向
性
を
抜
本
的
に
再
検
討
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
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